
http://www.jpf.go.jp/j/urawa/public/plc_04.html 発行・編集 国際交流基金

 日本語国際センター

編 集 協 力 国際文化交流推進協会

第　　　　　　　    号

「外国人は肩凝りしないんだってきいたことがあるけ
がい こく じん かた こ

ど、あれって本当なのかな」
ほん とう

というセリフを小説の中に書いて、編集者に直しを
しょう せつ なか か へん しゅう しゃ なお

求められたことがある。編集者の言い分はこうだ。
もと へん しゅう しゃ い ぶん

「前後を読むと、あの発言は主人公の妻のものですよ
ぜん ご よ はつ げん しゅ じん こう つま

ね。なのに、男言葉なので、夫の発言なのかと錯覚し
おとこ こと ば おっと はつ げん さっ かく

てしまい、夫と妻のどっちがしゃべっているのかわか
おっと つま

らなくなるんです」

日本語の困った点である。つまり編集者は、女性の
に ほん ご こま てん へん しゅう しゃ じょ せい

セリフならば「あれって本当なのかしら」と書いても
ほん とう

● ● ●

か

らわなければ困る、と言っているのだ。
こま い

 日本語にはそんなふうに、男言葉と女言葉がある。
に ほん ご おとこ こと ば おんな こと ば

そのせいで便利だということもあるが、不便なことも
べん り ふ べん

ある。だが、そういう男女の言葉の差は、最近どんど
だん じょ こと ば さ さい きん

ん薄れてきている。近頃の若い女性は、「はらへって、
うす ちか ごろ わか じょ せい

めし食うとうめえぜ」と言っているのだ。それを昔の
く い むかし

女性は「おなかがすいて、ごはんを食べるとおいしい
じょ せい た

わ」と言っていた。そんなふうに男女の言葉に差があ
い だん じょ こと ば さ

まりなくなってきたのは、私は基本的にはいいことだ
わたし き ほん てき

と思っている。女性用に別の言葉があるというのはや
おも じょ せい よう べつ こと ば

はりジェンダーなのだから。

 たとえば私の妻が、冒頭のセリフを他人に言う時は、
わたし つま ぼう とう た にん い とき

「あれって本当なんでしょうか」とか「あれって本当
ほん とう ほん とう

なのかしら」と言う。だが、同じことを夫である私に
い おな おっと わたし

言う時は、「あれって本当なのかな」である。
い とき ほん とう

その小説のその場面は、夫婦が会話をしているシー
しょう せつ ば めん ふう ふ かい わ

ンだったから、私はリアリティーのほうを重んじて「あ
わたし おも

れって本当なのかな」と書いたのである。ところが、
ほん とう か

編集者からクレームがついたのだ。そしてその編集者
へん しゅう しゃ へん しゅう しゃ

というのが、若い女性であった、というところにこの
わか じょ せい

問題の根深さがある。
もん だい ね ぶか

多くの女性がマスコミにインタビューを受けて発言
おお じょ せい う はつ げん

している。そしてたとえば、「政治家が無能なんですよ」
せい じ か む のう

と言うこともあるだろう。ところがその発言が雑誌や
い はつ げん ざっ し

新聞に載ると、「政治家が無能なんですわよ」と変え
しん ぶん の せい じ か む のう

●

か

られているのだ。みんな、ムカムカしているんじゃな

いだろうか。

リアルを見ずに、記号としての女言葉を使ってしま
み き ごう おんな こと ば つか

うのは、言葉のプロとしては情けないことだと思うの
こと ば なさ おも

だが。だが今のところ私は、クレームをつけられると、
いま わたし

わかりにくいですか、と言って女言葉に直している。
い おんな こと ば なお

そしてどうも釈然としない気分になる。
しゃく ぜん き ぶん

1

女言葉という嘘
おんなこと ば うそ 清水義範

し みずよしのり

（小説家）
しょうせつ か
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